プレゼンテーション講習会　資料

【目的】研究者、技術者にとって、実験や評価を行うことと同様に、実験結果や結果に対する考察を他人に示し、わかりやすく説明することも非常に重要である。どんなに優れた研究結果を出したとしても、他人に理解させることができなければ無意味に等しいものとなる。研究室や企業においてもプレゼンテーションは頻繁におこなわれている。本講習では効果的なプレゼンテーション資料作成、発表方法の学習と、ディスカッションの能力を身につけることを目的としている。

【プレゼンテーションの形式】（予定）

使用機器：PCおよびLCDプロジェクタ

使用アプリケーション：Microsoft Powerpoint

時間　　発表５分　質疑応答２分

【内容】指定されたひとつの実験項目に対して、目的、方法、結果、考察、結論等を発表し、教員等からの質疑に対して応答およびディスカッションを行う。

【注意事項】

資料作成について

紙で提出するレポートと異なり、プレゼンテーションは、短時間で聴衆に理解をさせねばならない。以下のテクニックを参考に効果的な資料を作成すること。

1 データの整理方法やグラフの書き方のルールは、レポート作成の場合と同じ。

2 実験の目的や方法の部分では、文章を羅列せず、フローチャートや模式図などを使い直感的に理解できるように工夫すること。

3 文章を書く場合にも簡潔にして、キーワードを示す程度にする。

4 データは数字を羅列するのではなく、グラフ化し、変化の傾向が一目でわかるようにする。

5 グラフや表、図などはすべてPCアプリケーションで作成してください。また文字やグラフのプロットも大きくして見やすくなるように工夫すること。

発表について

1 発表時に話すことは事前に原稿を作成し、プレゼンテーションの時には原稿を読まずに発表できるように覚えること。従って事前の十分な発表練習が必要。
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0 3.87 96.9 18.37 377.4 0.233

5 4.10 96.6 332.6 0.230

10 4.32 96.4 13.52 318.2 0.210

15 4.61 97.5 299.6 0.188

20 4.83 97.1 10.42 270.8 0.234

25 5.13 98.4 273.3 0.220

30 5.30 96.8 7.63 227.8 0.220

35 5.65 99.0 254.1 0.229

40 5.87 98.4 4.35 225.9 0.214

45 6.13 98.8 175.9 0.134

50 6.37 98.7 4.26 228.7 0.221

60 6.86 98.9 3.74 239.3 0.233

80 7.87 99.2 2.50 240.6 0.292

100 8.85 99.4 0.84 203.5 0.319
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質疑に対して「わかりません」「やっていません」「知りません」だけでは、ディスカッションが成立しない。データに基づいて、予測される結果を自分なりに考察し応答すること。

【具体例】
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①　タイトル・名前等　　　　　　　　　　②　実験の目的とその手法


③　具体的な結果の図表（２～３枚）　　　　　　　　④　まとめ（結論）


1 文章だけの図は５～７行を目安にする。

2 実験手法はフローチャート化するなど工夫する。

3 考察は図表を基に口述しても、新たに図を作成してもよい。

4 ５分間発表なら６，７枚が適当。（１分１図を目安）

5 三年実験は結果がある程度予想される内容であるが、実験結果はここの実験者のオリジナルな貴重なものとして扱い、最終結論（まとめ）は得られたデータや考察に基づいて再現性のある普遍的事実のみを記述する。実験の成功、失敗は論外。感想でもないことに注意。

スライドの良い例


（フローチャートと模式図）





スライドの悪い例


（実験データの羅列）
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